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が沖積層および洪積層であり それ以深はすべて上総層群である O また，地下水位は深度
約 1mで、ある O










































































y，. Yd (kN/m3) G s Wn (%) P f (%) 
10 14 18 22 2.5 2.7 2.9 10 30 50 0 50 100 
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によると，深度50m付近のj青J11層において透水係数k= 1.0 X 10-4cm/s程度を示す以外，























































































































































以深よりも大きく， PJが一定値であるかのように見える O これは，鹿島地点に比較して
袖ヶ浦地点の地盤は，粒度構成が深さ方向に複雑に変化していることや堆積環境が複雑で
あるためと考えられる O
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『一一ーー 5 ごごご二:_1 Q...-:.二一二三二一15
軸ひずみ ε1 (%) L- 0.2 
図2.3-7(a) 応力~ひずみ~間隙水産関係(袖ヶ浦地点雫
深慶100m匂有効土かぶり圧0.9MPa)
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5 10 15-0.2 
軸ひずみ ε1 (%) 
図2.3-8(a) 応力~ひずみ~間隙水圧関係(鹿島地点司
深度100m司有効土かぶり圧0.8MPa)
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Cu=0.810十0.00306・h (袖ヶ浦地点) (2-1) 
Cu=0.211 +0.00446 . h (鹿島地点) (~~ 
式(2-1)， (2-2)より， Cuは深度が100m増すごとに，およそ0.3~0 .4MPa程度大きくなる





Cu/p' =Cj( Y t' • h) ェCu / (O .005 ・ h)=0.20~0.45
.¥Cu =(O.00100~0.00225) . h (粘性土)
と算出される O 同様にして，両地点を正規圧密地盤と仮定した場合のCuとhの関係式につ
いては，両地点のyJを袖ヶ浦地点で、9kN/m3，鹿島地点で、8kN/m3とすれば，
Cu/p' =Cj(γt' . h) =Cu/((0.009~0.008) . h) =0.20~0 .45 
:.Cu =(O.00180~0.00405) ・ h (袖ヶ浦地点)
Cu=(0.00160~0.00360) . h (鹿島地点)
-21-
非排水三軸庄縮強度弾性係数 有効粘着力 省効内部摩擦角
Cu (MPa) Eso (X102MPa) C'(MPa) 件‘.件r'(deg)
O 2 3 0 2 4 6 8 0 0.5 1 1.5 2 0 10 20 3040 
O 
100 











Cu (MPa) Eso (X102MPa) C'(MPa) 併‘，併r'(deg)























E50= 110+ 1.09・h (抽ヶ浦地点) a-ro 
E5o=160十1.02. h (鹿島地点) (2-4) 
式(2-3)，(2-4)より， E50 は深度が100m増すごとに，およそ100~110MPa程度大きくな
ると言える O
c'， 手'は，過圧密領域における有効粘着力と有効内部摩擦角である O 深度が大きくな
るにつれて，両地点ともにどは増加，一方の併'は減少の傾向が見られる O 手rは，残留強
度発揮時の有効内部摩擦角であり，残留状態時(ε1=15%)の有効粘着力Cr，をc/=Oとして














つれてCu/p'は大きな値を示す。例えば， Mitachi and Kitago 2.8)は，過圧密状態の粘性土
のCu/p'とOCRの関係留を車線で示したが，その関中の曲線の傾き戸の値は0.81~0.86で

















--0. 984(平均0.826)，鹿島地点で0.670----0.878(平均0.768)である O このpについては，
1-Ce/Cc(Ce， Ccは，それぞれ膨潤指数，庄縮指数)に近似できることが報告2.7)，2.8)されて






























深度 Cc Ce (Cu /p ， )nc F l-Ce /cc (m) 
50 0.220 0.011 0.552 0.698 0.950 
100 0.325 0.024 0.277 0.844 0.926 
150 0.300 0.017 0.345 0.797 0.943 
200 0.375 0.017 0.322 0.984 0.955 
250 0.410 0.017 0.288 0.799 0.959 
袖ヶ浦 300 0.220 0.021 0.381 0.731 0.905 
地点
350 0.310 0.016 0.255 0.963 0.948 
400 0.240 0.015 0.298 0.821 0.938 
450 0.340 0.024 0.383 0.845 0.929 
500 0.360 0.007 0.299 0.814 0.981 
550 0.270 0.027 0.356 0.817 0.900 
600 0.370 0.012 0.339 0.804 0.968 
平均値 0.312 0.017 0.341 0.826 0.942 
100 0.225 。目020 0.344 0.732 0.911 
200 0.210 0.014 0.383 0.669 0.933 
JJt島地点 300 0.245 0.014 0.397 0.760 0.943 
400 0.270 0.016 0.406 0.800 0.941 
500 0.340 0.015 0.362 0.878 0.956 
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最初に， PJの深度分存について考える O 図3.3-1は，地盤が浸食作用を受ける前後にお
ける σvとPJの深度分布の変化を模式的に示したものである O 同図(a)は，浸食作用を受
ける前に厚さZlが堆積した地盤であり，正規圧密地盤(σv'=Pc')である O 圧密が終了した
後，この地盤は地殻の変動によって隆起し，その開にZlに相当する地盤の浸食作用を受け
るとする O その結果，地盤は~分に相当する σJが除荷され，同図(b)に示される過圧密地
盤となる O ここで，現在すなわち浸食後の地表面からの深度をZとすると，同図中におけ
るσv'Pc'はそれぞれ次式で表される O
σv' =(γt-y)・Z (3-1) 
Pc'=(γγw)・(Z+Zl) (3-2) 
ここに Ytおよび、Ywはそれぞれ温潤地盤および水の単位体積重量である O 式(3-1)， (3-
2)よりOCRを算出すると次式を得る O







次に， Cuの深度分布について考える O 図3.3-4は，浸食作用の前後におけるCuの深度分
布の変化について模式的に示している O すなわち，同国(a)のような σJ(=Pc')の深度分布
の時，地盤は正規圧密状態となっているのでCuは深さ方向に直娘的に分布する O この浸
食前のCuの深度分布は次式で表現できる O



















































































































































































































































































































































































































pc'z(y t-γ)・(Z十九-Z2) (Zl > Z2) (3-6) 
OCR=(Z十Zl-Z2)/Z (Zl >Z2) (3-7) 
同様にして， (Cu/p')ocの近似式は次式で、与えられる O













1 234 5 
下総麗群
上総層群
Z 1 :漫食最 (m)
図3.3-5 実験値とCjp'の近似式との比較(袖ヶ浦地点)
強度増加率 (Cu/が)












































































3.1) Parry， R.H.G. and Wroth， C.P. : Shear Stress-Strain Properties of Soft Clay， 
Soft Clay Engineering， Elsevier Sci. Pub.， pp.311 ~366 ， 1981. 
3.2)三梨昂，奈須紀幸，検井 久ほか:東京湾とその周辺地域の地質，特殊地域図









































































0.4 1. 80 45.0 19.9 









































































































? ↑ ↑ ↑
、、、、、，. ，..〆，..，. ，. 、、、、、
~ .t' .， ，.〆/、、、、、
.. ，/ ". ./' ./ .. 
，." ... -..ー.1供試体 l
，. T司アー ア勺'"""、¥¥、、
". . ./ ./〆 f、、、、、























………??……………………………?… …? ………… ……???????
? ? ?
? … ↑ … … ? ? …
?
? ?












?… … … ??… … ??………… ?? ? ? ? ? ?
?
………………???
??? ? … … … ? ?
?? … ? ? ? ? ? ?
?























































k=Q/ A . LIe / L1h (4-3) 
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質磯岩でCy= 2.8 7 x 1 0-2cm2 / secと求められるO 体積圧縮係数illyについては，前述した
ように表4.2-1に示した超音波速度試験から得られた弾性係数Ectの逆数とすると，軟質泥
岩で、mv=6.80×104MPal，硬質磯岩で、my=4.08X 10-5MPa-1となる O よって，透水係数




いる O すなわち，時時と間隙水圧の関係から， logt法により圧密係数を求めることができ
るO 函4.3-7および図4.3-8に，それぞれ軟質泥岩および、硬質磯岩の圧密圧力が1.0MPaの
時の，時間~間隙水圧の消散状況からt50を求めた結果を示す O 両図から，軟質泥岩で
t50 = 11 OOmin，硬質磯岩で、t50= 10.5minと算出され，式(4-2)により圧密係数Cyが軟質泥
岩でCv= 2.84x 10-4cm2/sec，硬質際岩でCv=3.01X 10-
2cm2 /secと求められる O 体積圧
縮係数II¥，としては，超音波速度試験から得られる弾性係数民の逆数を用いることにより，
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質泥岩)と十分経過した後の供試体の透水係数kLi，軟質泥岩ではk=8.8 X 10-9cm/sec， 
硬質磯岩で、は拘束圧がl.OMPaの場合にk=9.8 X 10-scm/sec，拘束圧が2.0MPaの場合に














































































調べてみることにする O なお， B値の算出に際し，式(4-4)の中の間隙率nに関しては，表
4.2-1の軟質泥岩および硬質礁岩の値を使用した。また Cwについては，岩種に関係なく
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各種材料の体積圧縮率 (Skempton4 • 1 1l )表4.4-1
圧縮率 (GPaぺ)
材 料 Cb Cs 
石英質砂岩 0.058 0.027 
花商岩(30m深さ) 0.075 0.019 
Vermont大理石 0.175 0.019 
コンクリー卜(近似値) 0.2 0.025 
密な砂 18 0.027 
ゆるい砂 90 0.027 
London粘土(過圧密) 75 0.02 





















4.1) Brace， W. F.， Walsh， J.B. and Frangos， W. T. : Permeability of granite under 
high pressure， J.of Geophysical Research， Vol. 73， No. 6， pp. 2225~2236 ， 
1968. 
4.2) Olsen， H. W.， Nichols， R. W. and Rice， T. L. : 1ρw-gradient permeability 
measurements in a triaxial system， Geotechnique， Vol. 35， No. 2， pp. 145~ 
157，1985. 
4.3) Morin， R. H. and Olsen， H. W. : Theoretical analysis of the transient response 
from a constant flow rate hydraulic conductivity test， Water Resources 
Research， Vol. 23， No. 8， pp. 1461 ~ 1470， 1987. 
4.4)川崎 了，中川加明一郎，江藤芳武，野崎明人，小泉和広:方解石含有率に着目し
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盤が考えられている O また， CAESの空洞設計および安定性評価には，大深度地盤の力学













































































①磯岩の比重(自然状態)に関しては，平均値で2.36~2.57の値である O また， ~'業岩およ
び砂岩において，岩級が~， CH， Bの}I買に良くなるにつれて大きくなっている O
②吸水率に関しては，際岩および砂岩の場合，岩級が~， CH， Bの}I買に良くなるにつ
れて小さくなっている O














岩種 岩級 見かけ比重 見かけ比重 見かけ比重 吸水率 有効間隙率 飽和度
(自然状態)(強制湿潤状態)(強制乾燥状態) (%) (%) (%) 
2.36 2.36 2.18 8.5 18.2 99.4 
CM [0.08] [0.08] [0.13] [3.2] [5.6] [0.5] 
5 5 5 5 5 5 
2.48 2.48 2.35 5.2 12.1 99.7 
諜岩 CH [0.06] [0.06] [0.09] [1.6] [3.2] [0.6] 
51 51 51 51 51 51 
2.57 2.57 2.51 2.5 6.2 99.7 
B [0.04] [0.04] [0.06] [0.6] [2.0] [0.4] 
18 18 18 18 18 18 
2.31 2.31 2.07 12.1 24.9 99.1 
CM [0.06] [0.06] [0.07] [1.0] [1.2] [0.9] 
3 3 3 3 3 3 
2.35 2.35 2.13 10.3 21.9 99.7 
砂岩 CH [0.06] [0.06] [0.08] [1.8] [3.1] [0.3] 
9 9 9 9 9 9 
2.48 2.48 2.34 5.9 13.5 99.9 
8 [0.07] [0.07] [0.11] [2.0] [ 4.3] [07 .1] 
7 7 7 7 7 
2.45 2.45 2.28 7.5 17.0 99.6 
貰岩 CH [0.01 ] [0.01 ] [0.02] [0.4] [0.7] [0.2] 


















































































































①磯岩のP波速度Vpに関しては，各岩級の平均値は 3 ，530~4，450m/s(無拘束)， 4，120 
~4，880m/s(土被り圧相当の拘束圧)の範囲にある O また， ~業岩および砂岩のB級同士
の比較では，際岩の方がVpが大きくなっているO
②磯岩のS波速度Vsに関しては，各岩級の平均値は1 ， 740~2，690m/s(無拘束)， 2，190 










岩稜 岩級 渇滴密度 Pi.皮速度 Si皮速度 ポアソン比(超音波)弾性係数(超音波)一毅圧綴強度 本。7ソン上t( 執)5単位係数(ー 翰) 結議カ 内部摩擦角
Pt Vp Vs νd Ed qu ν s Eso C 手
(日/cm3) (km/s) (km/s) (Xl03 MPa) (MPa) (Xl03 MPa) (MPa) (" ) 
2.36 1.54 0.81 0.31 4.26 6.67 0.24 3.98 
CM [0.05] [0.36] [0.22] [0.02] [2.28] [3.92] [0.15] [3.18] 一
5 5 5 5 5 5 3 3 
2.46 3.89 1.80 0.36 22.3 31.5 0.23 18.2 8.8 36 
主祭 岩 CH [0.07] [0.53] [0.29] [0.04] [7.35] [13.1 ] [0.09] [8.15] [5.9] [13 ] 
51 51 51 51 51 34 29 33 4 4 
2.57 4.59 2.44 0.29 39.9 68.5 0.22 36.4 17.7 43 
B [0.05] [0.53] [0.36] [0.09] [10.5] [26.8] [0.10] [11.8] 
18 18 18 18 18 11 9 11 
2.27 1.73 1.26 0.35 5.81 4.92 2.56 
CM [0.05] [0.99] [3.24] 一 一
5 5 5 
2.30 3.25 1.57 0.34 15.5 26.4 0.22 8.81 11.2 15 
砂岩 CH [0.09] [0.22] [0.30] [0.05] [5.24] [12.4 ] [0.0] [3.51] 
7 7 7 7 7 7 6 6 
2.47 3.79 2.01 0.30 27.0 85.7 0.23 25.8 4.6 40 
B [0.06] [0.64] [0.38] [0.03] [11.7] [72.7] [0.0] [22.7] 
7 7 7 7 7 3 3 3 
2.44 2.99 1.26 0.39 11.0 13.5 0.33 2.27 4.0 6.2 
頁岩 CH [0.01 ] [0.18] [0.21 ] [0.03] [3.30] [6.08] [0.1 ] [1.02] 
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岩種 岩級 湿潤密度 P5，皮速度 S5，皮速度 ポアソン比 3単位係数 P5，皮速度 S5，皮速度 ポアソン比 5単位係数
Pt Vp Vs νd Ed Vp Vs νd Ed 
(g/cm3) (km/s) (km/s) (X1Q3 MPa) (km/s) (km/s) (X1Q3 MPa) 
一 一 一 一CM 
2.45 3.53 1.74 0.33 19.8 4.12 2.19 0.30 30.8 
磯岩 CH [0.05] [0.49] [0.22] [0.04] [5.25] [0.37] [0.22] [0.04] [5.90] 
17 17 17 17 17 17 17 17 17 
2.59 4.45 2.69 0.20 45.4 4.88 2.80 0.25 51.0 
8 [0.02] [0.62] [0.23] [0.07] [10.2] [0.31 ] [0.18] [0.03] [6.78] 
7 7 7 7 7 7 7 7 7 
一 一 一CM 
砂岩 一 一 一 一 一CH 
2.44 3.51 1.87 0.30 2.23 3.59 1.92 0.30 2.35 
B [0.01] [0.21] [0.05] [0.01 ] [1.53] [0.23] [0.05] [0.01] [1.66] 
4 4 4 4 4 4 4 4 4 
2.44 2.76 1.05 0.41 7.64 2.83 1.07 0.41 8.00 
頁岩 CH [0.01 ] [0.03] [0.14] [0.02] [1.91] [0.04] [0.15] [0.02] [2.10] 























して行う方法が一般的である O しかし 試料の採取が闘難あるいは礁と基質が分離できな
い場合には，色指数図6.6)と呼ばれる礁の分存状態と磯分合有率の数値との関係を自黒で模
式的に示した図と，磯岩の露頭面に表れた礁の分布状況との比較から 単位面積当たり礁
が占める面積を近似的に求め これを磯分合有率としている O ここでは，磯岩物性に影響
を与える要因の 1っと考えられる磯分合有率に着目し 磯分含有率の特に計測方法につい



















































































利用して，適切なしきい値を用いることで画像の 2値化を行う O そして，礁とそれ以外の
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九の比と測定回数の関係を示している O なお， Pgは40%以下を対象とした。開図より，
~naxが大きくなるにつれて展開国法とライン法による Pgの違いが小さくなることが明らか









述する O 図5.4-8に， 1喋岩10供試体の粒径加積曲線をまとめて示す。
図5.4-9は，機岩{共試体を舟いて写真法および展開図法により算出した粒度分布と，粒








測定時の畠転角度 c ) 













C0L 3 4 
O 2 4 6 8 10 
ライン法測定回数 (回)
(a) Pg<40均の場合
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測定時の回転角度 c ) 
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O 2 4 6 8 10 
ライン法測定回数 (酉)

















O 2 4 6 8 10 
ライン法灘定回数 (回)
測定時の回転角度 c ) 
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方法 長所 短所 計測回数 計測時間 計測難易度 実務冨からの際位
供試体側笛にOHF供試体の礎分含 /"¥ソコンによ
シートを巻き，毒薬有率をほぼ正確 る商像処理が 。 O O 




を撮影し，写真を 有率をほぼ正確 る函像処理が O O O 3 




ライン法 に糸を張り，その にで簡易に求め磯分含有率の ム 。 。 z 





粒度試験 基震を分離させた療分含有率を求 。 ム ム 4 




























































































































































5.1)唐木田芳文:日本の地質9九州地方，共立出版株式会社， pp.102~ 107， 1992. 
5.2)建設省計画局・北九州市:北九州市地区の地盤，都市地盤調査報告書，第四巻，




おける水封機能実証試験について 第6回在縮空気貯蔵(CAES)研究連絡会， pp.9~ 
16. 1996. 
5.5)田中憲一，片田正人:カラーインデックス 地調月報， 17， pp.300， 1966. 
5.6)萩原 豊，角湯正剛 山本公夫創造的発想、システムの構築と景観シミュレーショ
ンへの適用，電力中央研究所報告， U95045， 27p， 1996. 
5.7)川崎 了，中]11加明一郎，江藤芳武，野崎明人，小泉和広:方解石含有率に着目し





















































の地質学的な背景6.4)が明らかとなっている O また，砂分は利根川砂(Gs=2.701， D50= 
0.59mm)，細粒分はTAカオリン(関東ベントナイト鉱業， Gs=2.712， D50=0.005mm)を用
いた。これらに早強セメント(アサノベロセメント平強，日本セメント(株))と水道水を加



























Pg=60 Pg=20 Pg=O 
磯分 (9.50mm) 35.0 16.0 0.00 
磯分 (4.75mm) 25.0 5.4 0.00 
磯分 (2.00mm) 10.1 7.4 0.00 
砂分 (利根川砂) 23.2 64.5 93.3 
細粒分(TAカオリン) 6.7 6.7 6.7 
早強セメント(C) 12.0 12.0 12.01 































の後，脱型して直径300mm，高さ 700~800mmの供試体とする O この供試体は，水槽内
にて28日間の水中養生を行った後，由定度の良いダイヤモンドピットのコアパレルを用



















うな室内実験を実施した O また，供試体直径Dと最大磯径dの比D/dは， D/d王子lCD=
10mm)~D/dキ 10(D=100mm)で、ある O なお， {:共試体直径D=10，20mmの供試体に関し



































































































































































































































































































































































































































































































































































































































となっているのが知られる O また これらの人工磯岩と3種類の磯単体の物性値(表6.3-2
参照)を比較すると，磯単体は Ytで人工磯岩の1. 1倍~1.3倍程度， Vsで人工礁岩の1.4倍~










供試体直径 60 20 O 
D 庄密圧力P(MPa) 砂岩 頁岩 ミグマ
(mm) O 6 タイト
100 護霊 重量 警 選挙
50 @ @ 命 警
35 @ @ @ 争 ⑪ 命 争
20 @ 争 @ 











20 40 20 
10 20 10 
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表6.3-1 人工磯岩の室内試験結果
喋分含有率 庄密 供試体 単位体積重量 超畜波速度 弾性係数 一軸E縮強度 初期弾性係数
圧力 直径 (超音波) (一軸)
Pg P D Yt Vp Vs Ect qu Emax 
(%) (MPa) (mm) (kN/m3) (km/sec) (km/sec) (GPa) (MPa) (GPa) 
0.0 100 22.0 3.22 1.86 19.1 7.04 14.8 
MPa 50 21.9 3.11 1.76 17.6 7.33 13.5 
35 21.8 3.06 1.71 16.5 7.04 15.9 
60% 100 24.1 4.54 2.28 33.9 27.8 24.6 
6.0 50 24.2 4.19 2.25 32.4 26.9 32.6 
MPa 35 23.9 4.31 2.11 29.1 26.0 34.4 
20 24.1 4.30 1.94 25.3 28.4 33.7 
10 23.6 3.95 1.91 23.6 27.5 33.2 
100 22.7 3.94 2.02 24.8 19.1 26‘8 
6.0 50 22.6 3.83 2.06 25.3 20.6 20.5 
20% MPa 35 22.4 3.62 2.02 23.8 18.1 21.1 
20 22.7 3.66 2.04 24.5 18.5 22.5 
10 22.9 3.41 1.71 18.2 20.0 26.5 
6.0 100 20.5 2.86 1.48 12.0 5.64 11.8 
0% MPa 50 20.2 2.93 1.44 11.4 5.67 10.3 
35 20.4 3.04 1.56 13.4 2.51 5.30 
20 20.2 2.85 1.54 12.5 6.50 
(表内の数値は平均値)
表6.3-2 人工磯岩に使用した磯の室内試験結果
含有 単位体積重量 超音波速度 弾性係数 一軸圧縮強度 初期弾性係数
離種 重量比 (超音波) (一軸)
Yt Vp Vs Ed qu 正max
(%) (kN/m3) (km/sec) (km/sec) (GPa) (MPa) (GPa) 
砂岩 69 26.5 5.02 3.12 62.0 249 70.0 
頁岩 22 26.5 5.09 2.85 55.3 137 79.61 


































る小倉礁岩の 10供試体6.7)および人工磯岩のD/d と ~lの関係を示す O 同図より，小倉際岩















































































































ト O Pg:磯分含有率(%) 一
o 0 P:試料作製時の圧密圧力(MPa)
ト句 A 一A 
金 金
ト同 @⑧ A ⑧ 歯 @ 一
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供試体直径D/最大磯笹d
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6.3)谷 和夫，吉田保夫:人工軟岩の作製法，第24回岩盤力学に関するシンポジウム講






応用地質， Vo1.39， No.2， pp.202~207 ， 1998. 
6.7)川崎 了，中川加明一郎，江藤芳武，野崎明人:磯岩の力学特性一室内試験による


















































次に， S波速度Vs~こ関して述べる O 図 7.2-3は，原位置7.2)でのPS検層および室内試験に










図7.3-1は， Gc/Guと磯分含有率九の関係を示している O なお，図中の実線および点線







































































































































する必要がある O そこで X線回折分析による塩酸処理前後における供試体の鉱物組成の










すべて Pgが40~60%の供試体で、あり，図 7.3-1および図7.3-3 より，この程度の範囲では
Pgの違いが磯岩コアの品安に与える影響は小さいと考えられる O また，閣中の実線は最小






次の図7.4-3は， Pcaと室内無拘束圧下におけるS波速度Vsの関係を示している O この閣









らずPcaが大きくなるに従ってQuも大きくなっている O しかし， PcaとQuの関係をS供試体と
R供試体について比較すると，前述したPcaとVsの関係と同様にPcaが15%付近で折れ曲が
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評価するパラメータとして，図7.5-1に示すようなSDR(StiffnessDrop Ratio) ， SRR 





SDR : Stiffness Drop Ratio 
SRR: Sti缶lesRecovery Ratio 





















~7.5-5に示す。なお， (Etan)i'ま接線弾性係数Etanの初期値を意味する O 最初の医17.5-2は，
コアの乱れがない(少ない)磯岩(S供試体)のEtan/(Etmλ~q/qu関係で、ある o Pca=25%かっ
CJc/qu= 0 ，すなわちコアの乱れがない供試体のE加/(Etan\~q/qu関係(同図中の口印)は，
試験開始時(q/qu = 0)からq/qu王子0.8付近まで、E加1/(EtaI1)iキ lの一定値でほぼ真横に変化
し，その後はq/qu=1で破壊に至っている O また， Pcaの値が， 25%(口印)→19%(ム印)
→15%(0印)と小さくなるにつれて， E加/(E加 λ、-q/qu関係におけるq/Guの中央部付近が
大きく上方に移動していくことから， SRRが大きくなる，すなわちコアの乱れが大きくなっ










Etan/ (Etan)i ~ q/ qu関係である O 向図より，非常に硬質で乱れのない傑単イ体本(表6.3一2参照)
およぴ弘/q丸lu=0の礁岩(Sイ供共試体)コアのEtar/(巴Eta叩nム1
(匂q/q見u 土 0ω) カかミら破壊付近(匂q/q弘u 三キ芋 0.9~ 1υ)まで， ほぼ一定値(Etm/(Etan) iキ 1)で変化する，
すなわち弾性係数が載荷開始時(q/qu= 0 )から破壊近傍(q/quキ0.9~ 1 )まで，ほほ同じ
大きさであることが確認できる O
最後の図7.5-5は，人工礁岩のEtm/(Etan)i~q/ qu関係で、ある O 人工機岩はコアの乱れが
ない(少ない)供試体と考えられるが，前の図7.5-4のEtan/ (Eta)i ~ q/ qu関係とは，その形






以上のことから， Etar/ (Etan)i ~ q/ qu関係に関して際岩コアの乱れのパターンについて整
理を行った。その結果として，乱れのパタ…ンを単純化して作成した模式留を，図7.5-6
~7.5-7に示す。なお，図7.5-6~7.5-7は，それぞれ願に図7.5-2~7.5-3，図 7.5-4~
7.5-5に対応している O 最初の図7.5-6は，機岩(S供試体およびR供試体)のEtan/(EtarIi ~q/ 
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6， O qc/qu=O.11 (深度349m)
qc/qu=O.14(深度431m)
Rt共試体 u qc/qu=O.15(深度476m)v qc/qu=O.23(深度531m)
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以上)傾向が知られる O 一方， CJ.:/ Quについては，乱れの程度に比例して単調に値が大きく
なっていくのが特徴である O







きくなるにつれて， CJ.:/ Quで、は値が増加のみの傾向にあるのに対して， SRRでは値が増加
して最大値をとった後に一転して値が減少する傾向があること，等が知られる O このこと
から， SRRはコアの乱れが非常に大きい場合において，乱れが小さい場合と同じ値をとる
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